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小規模大学の学生相談室という制約の中で教職員とコラボレーションを行い、描画を活用したグループ活動を実施した。

この中で参加者に発言や描画の変化があった。参加者の多くは、他者の悩みや克服に共感し、未来に希望をもって、自分の

悩みを総括する作業を行った。参加者が、自分の悩みと克服を披露し、互いが共感しあう、心の悩みの卒業式に相当する場

を提供できた。このような変化が起きた要因の検証を描画の結果を中心に行った。なお本研究成果は以下の学会で発表した。

学生相談における描画の研究、実践を行っておられる吉田昇代先生（名古屋造詣大学）に特に座長をお願いできて、貴重な

ご指導を頂戴した。今後の研究に活かしたい。 
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